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「女川地域の緊急時対応」の取りまとめについて

３．地域原子力防災協議会での確認

１．ポイント

２．経過

●牡鹿半島の半島部及び周辺離島部の防護措置
・避難時にＰＡＺ内又はその近傍を通過するＰＡＺ外の半島部及び周辺離
島部については、ＰＡＺに準じた区域（準ＰＡＺ）として設定し、放射性物
質の放出される前の段階から予防的に避難等を実施

●津波等の複合災害時の地域の実情に応じた防護措置
・東日本大震災の被災地である当該地域において、特に半島部及び周
辺離島部における津波等複合災害時の状況に応じた防護措置の方法
や代替避難手段を措置

●重点区域内要避難者等の複数の避難経路、輸送手段、避難先の確保
・ＰＡＺ、準ＰＡＺ、ＵＰＺエリア内の要配慮者や要避難者の状況を把握し、
それらに必要な複数の避難経路、輸送手段、避難先等を確保

●感染症等の流行下における防護措置
・避難車両、避難所などにおける感染拡大防止策等を実施

〇作業部会を全２６回開催し、関係者間で議論。

〇３月２５日の「第１回女川地域原子力防災協議会」においてとりまとめ。

〇６月１７日の「第２回女川地域原子力防災協議会」において、感染症流行下での

防護措置の追加等の改定。

〇各関係者が内容について確認の上、以下を表明。
①宮城県
・関係自治体等と連携して避難対策の更なる充実化を継続

②国
・今後も訓練による検証等により緊急時対応を改善
・緊急時は原子力災害対策本部を中心に関係自治体を支援

③東北電力
・福祉車両の確保等、事業者として実施すべきことを確実に対応

④実動組織４省庁（警察、消防、海保、自衛隊）
・不測の事態には、関係自治体等からの要請・ニーズにより、必要な支援を実施

〇その上で、以下のとおり確認
・原子力災害対策指針等に照らし、具体的かつ合理的であること
・原子力災害が発生した場合には関係自治体、関係府省庁等が協力して対応す
ること

地域原子力防災協議会作業部会

•基本構成員：関係府省庁、自治体の担当者
•個々の論点について、担当者間で検討
•地域原子力防災協議会を補佐

ＰＡＺ：予防的防護措置を準備
する区域（概ね５ｋｍ）

ＵＰＺ：緊急防護措置を準備す
る区域（概ね5～30km）

地域原子力防災協議会
（原子力発電所の所在する地域ごとに設置）

•基本構成員：各府省庁指定職級、副知事
（必要に応じ、関係市町村や電力事業者も参加）
•緊急時対応の確認等の重要事項を協議

原子力防災会議
•議長：内閣総理大臣
•構成員：全ての国務大臣、原子力規制委員長、

内閣危機管理監 等
•原子力災害対策指針に基づく施策の実施の推進
等、原子力防災に関する平時からの総合調整
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（参考）女川地域における広域避難先

女川地域における原子力災害対策重点区域

おな がわ

PAZ、準ＰＡＺ内市町の広域避難先 UPZ内市町の広域避難先

栗原市
くりはらし

大崎市
おおさきし

江島
えのしま

田代島
たしろじま

網地島
あじしま

金華山
きんかさん

UPZ

赤字～ 女川町

青字～ 石巻市

【島名凡例】 おながわちょう

いしのまきし

石巻市
いしのまきし 準PAZ

出島
いずしま

女川町
おながわちょう

PAZ

関係市町

PAZ内 UPZ内

合 計
(概ね5 km） （概ね5～30km）

準PAZ内

女川町 ５４７人 ５,９１９人 ４８人 ６,４６６人

石巻市 ５６６人 １４３,１３５人 ２,３２８人 １４３,７０１人

登米市 ９,７６５人 ９,７６５人

東松島市 ３６,４７８人 ３６,４７８人

涌谷町 ７１１人 ７１１人

美里町 １１３人 １１３人

南三陸町 １,７１２人 １,７１２人

合 計 １,１１３人 １９７,８３３人 ２,３７６人 １９８,９４６人
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宮城県内31
市町村へ避難

ＰＡＺ

ＵＰＺ

準PAZ

※自然災害等により上記避難先に避難できない場合は、県が
調整の上、県内で代替避難先を確保
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